
霜 月
し も つ き

平成16年

「北秋田市誕生」に向けて硬い握手
　（10月19日、合併調印式で）



　　

鷹
巣
町
・
合
川
町
・
森
吉
町
・

阿
仁
町
の
４
町
で
構
成
す
る
鷹

巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
の
合

併
調
印
式
が
19
日
、
鷹
巣
町
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
寺
田
典

城
知
事
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

４
町
長
が
合
併
協
定
書
に
調
印

し
ま
し
た
。

　　

鷹
巣
阿
仁
４
町
は
、
今
年
２

月
に
法
定
の
協
議
会
を
設
立
後
、

県
内
最
短
の
約
８
カ
月
で
調
印
。

こ
の
度
の
「
平
成
大
合
併
」
で
は
、

県
内
で
７
番
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
法
定
協
の
幹

事
長
を
務
め
る
吉
田
茂
阿
仁
町

助
役
が
、
経
過
報
告
と
合
併
協

定
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
、
そ

の
後
４
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
合
併

協
定
書
に
調
印
。
特
別
立
会
人

の
寺
田
知
事
が
署
名
し
た
後
、

協
定
書
が
各
町
長
に
手
渡
さ
れ
、

寺
田
知
事
と
４
町
長
が
手
を
と

り
あ
っ
て
新
市
発
足
へ
向
け
た

結
束
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
町
一
斉
に
臨
時

議
会
を
召
集
し
、
廃
置
分
合
案

な
ど
合
併
関
連
議
案
の
可
決
を

受
け
、
県
へ
合
併
申
請
書
を
提
出
。

県
議
会
の
議
決
、
県
知
事
の
合

併
決
定
を
経
て
、
平
成
17
年
３

月
22
日
に
は
、
人
口
４
万
１
３

７
１
人
（
平
成
16
年
７
月
31
日

現
在
）
、
面
積
１
１
５
２
・
57

平
方
㎞
の
新
市
「
北
秋
田
市
」

が
誕
生
し
ま
す
。

　

調
印
後
４
町
長
が
あ
い
さ
つ
。

岸
部
町
長
は
「
合
併
が
調
い
本

当
に
う
れ
し
い
。
今
後
は
４
町

の
歴
史
と
文
化
を
統
合
し
、
全

市
民
に
と
っ
て
合
併
し
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
新
市
づ
く
り
に
邁

進
し
た
い
。
」
と
今
後
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

寺
田
知
事
は
「
県
北
で
は
始

め
て
の
合
併
調
印
。
４
町
は
医

療
体
制
充
実
強
化
な
ど
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
、
精
力
的
に
話

し
合
い
を
進
め
て
い
る
。
改
革

を
恐
れ
ず
、
住
民
の
幸
せ
と
地

域
の
未
来
を
思
い
合
併
を
決
断

し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を

評
す
る
。
こ
の
地
域
は
、
県
北

の
玄
関
口
で
あ
る
空
港
の
ほ
か
、

豊
か
な
自
然
と
固
有
の
文
化
を
持
っ

て
い
る
だ
け
に
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
た
地
域
で
あ
る
。
個
性

的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が

可
能
で
、
県
と
し
て
も
全
力
で

応
援
を
す
る
。
」
と
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　

４
町
は
、
平
成
16
年
５
月
に

鷹
巣
町
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
検
討
準
備

会
を
６
月
23
日
か
ら
６
回
に
わ

た
り
開
催
し
、
任
意
協
議
会
の

規
約
や
予
算
、
任
意
協
議
会
の

進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
30
日
に
鷹
巣
阿
仁

地
域
任
意
合
併
協
議
会
設
立
合

意
書
調
印
式
を
行
い
、
今
年
１

月
23
日
ま
で
合
併
に
関
す
る
基

本
的
事
項
、
新
市
将
来
構
想
、

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検

討
な
ど
協
議
会
を
５
回
開
催
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
鷹
巣
町
で
は
11
月
12

日
か
ら
21
日
ま
で
町
内
８
箇
所
で
、

市
町
村
合
併
地
区
座
談
会
を
開
催
、

期
間
中
７
３
９
名
と
多
く
の
町

民
が
参
加
し
、
活
発
な
議
論
を

交
わ
し
合
併
に
対
す
る
理
解
を

深
め
た
ほ
か
、
合
併
に
関
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
４
町
一
斉

に
行
い
、
今
年
１
月
に
公
表
さ

れ
た
調
査
結
果
で
は
、
合
併
を
「
進

め
る
べ
き
」
と
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
進
め
る
べ
き
」
を
合
わ

せ
48
・
５
％
と
合
併
に
対
し
て

肯
定
的
な
意
見
が
半
数
近
く
を

占
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
月
26
日
開
か
れ

た
第
１
回
鷹
巣
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
法
定
合
併
協
議
会
移

行
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
、
法
定
合
併
協
議

会
設
置
に
関
す
る
協
定
書
に
調
印
、

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
合
併
の
方
式
は
、

鷹
巣
町
、
合
川
町
、
森
吉
町
、

阿
仁
町
の
４
町
を
廃
し
、
そ
の

区
域
を
も
っ
て
新
し
い
市
を
設

置
す
る
新
設
合
併
と
す
る
。
合

併
の
期
日
は
、
平
成
17
年
３
月

22
日
と
す
る
。
新
市
の
名
称
は
「
北

秋
田
市
」
と
す
る
。
（
選
定
基

準
は
①
名
称
が
位
置
的
に
わ
か

る
も
の
②
歴
史
的
経
緯
を
求
め

た
も
の
③
新
市
で
あ
る
た
め
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
と

し
ま
し
た
。
）

新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
当

分
の
間
、
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
花

園
町
19
番
１
号
と
す
る
。
な
お
、

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
計
画

期
間
内
に
、
あ
き
た
北
空
港
南

側
の
３
町
の
交
わ
る
地
点
を
中

心
と
し
た
地
域
に
新
庁
舎
を
建

設
す
る
も
の
と
す
る
。
新
市
の

議
会
議
員
の
定
数
は
26
人
、
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
引
き
続

き
新
市
の
議
会
議
員
と
し
て
在

任
特
例
を
適
用
と
す
る
。
そ
の

ほ
か
、
病
院
事
業
、
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
な
ど
合
併
協
定
46

項
目
の
調
整
内
容
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
25
日
開
か
れ
た
第
６
回

鷹
巣
町
議
会
臨
時
会
に
提
案
さ

れ
た
市
町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
、

記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
16
票
、

反
対
５
票
の
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
合
併

関
連
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
、
昭
和
30
年
・
31
年
の
１

町
６
カ
村
の
大
同
合
併
で
誕
生

し
た
鷹
巣
町
政
は
、
49
年
の
歴

史
を
も
っ
て
「
北
秋
田
市
」
へ

引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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鷹
巣
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
25
年
記
念
式
典
に
出
席
。

た
か
の
す
福
祉
公
社
役
員
と
ユ
ニ
オ
ン
と
の
意
見
交
換

会
に
出
席
。

坊
沢
財
産
区
委
員
に
辞
令
を
交
付
。

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
秋
田
県
評
議
会
総
会
に
出

席
。

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
秋
田
県
評
議
会
主
催
の
合

同
要
望
に
出
席
。
（
県
知
事
、
建
設
交
通
部
長
、
県
議

会
議
長
、
国
交
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所
）

第
13
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併
協
議
会
に
出
席
。

第
16
回
四
町
長
会
談
に
出
席
。

太
田
川
口
線
意
見
交
換
会
に
出
席
。

定
例
記
者
会
見
に
出
席
。

第
２
回
鷹
巣
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
杯
全
県
選
抜
野
球
鷹
巣

大
会
開
会
式
に
出
席
。

秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
主
催
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
視
察
研

修
報
告
会
に
出
席
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
開
会
式
に
出
席
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
大
会
in
た
か
の
す
表
彰
式
に
出
席
。

鷹
巣
町
議
会
全
員
協
議
会
に
出
席
。

大
型
商
業
施
設
立
地
に
関
す
る
地
権
者
全
体
会
に
出
席
。

鷹
巣
町
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
説
明
会
に
出
席
。

大
館
市
・
北
秋
田
郡
道
路
利
用
者
会
議
総
会
に
出
席
。

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
取
締
役
会
に
出
席
。

平
成
16
年
度
鷹
巣
町
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
第
14
回

ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
に
出
席
。

任意合併協議会発足から３８５日

「北秋田市」誕生へＧＯサイン

「北秋田市」誕生に向け合併協定書に調印する４町長

鷹巣町

合川町

阿仁町

森吉町

調印後あいさつをする岸部鷹巣町長

知事から４町長へ協定書が手渡されました

祝辞を述べる寺田秋田県知事

鷹巣阿仁地域任意合併協議会が発足（H15.9.30）

「北秋田市」と応募した方は211人
　応募総数は1364件でした。

賛成多数で合併議案を可決した鷹巣町議会
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〜
こ
れ
ま
で
の
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過
〜

鷹
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仁
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検
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準
備
会

鷹
巣
阿
仁
地
域
任
意

　
　
　

合
併
協
議
会

鷹
巣
阿
仁
地
域
合
併

　
　
　
　
　

協
議
会
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「ししとうとろりカレー」「ししとうクッキーいろいろ」「ししとうのまきまき揚げ」

「ししとうキムチ」 「ししとうこんにゃく」 「ししとう切餅」

「ししとうマーマレード」 「ししとう漬け」

料
理
部
門

加
工
部
門

最優秀賞 優秀賞 努力賞

最優秀賞 優秀賞 努力賞

アイデア賞 審査員特別賞

共
通

鷹巣小学校4年B班 成田盛子（栄・太田） 藤島俊也・松尾健太（鷹小4年）

松尾淑子（栄･太田） 松尾フミ（栄・太田） 成田ミサ（西大柳岱）

清水貴和（花園町） 長岐タミ（本屋敷）

第５回

鷹巣町ししとう料理コンクール鷹巣町ししとう料理コンクール
◇　鷹小４年B班（料理部門）、松尾淑子さん（加工部門）が最優秀賞　◇

　

鷹
巣
町
の
重
点
作
物
「
し
し
と
う
」
の
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
が
10
月
15
日
（
金
）
、
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
、
出
品
の
あ
っ
た
料
理
部
門
７
点
、
加
工

部
門
12
点
の
合
わ
せ
て
19
点
の
中
か
ら
、
各
賞
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
し
し
と
う
の
生
産
振
興

と
消
費
拡
大
の
た
め
平
成
12
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
の
開
催
。

　

今
回
は
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
同
作

物
の
栽
培
や
、
料
理
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

鷹
巣
小
学
校
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
か
ら
も
４
点
の

出
品
が
あ
り
、
料
理
や
加
工
品
の
素
材
と
し
て
の

裾
野
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
子
ど
も
で
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
、
鷹
巣
小
学
校
４
年
Ｂ
班

の
「
し
し
と
う
の
ま
き
ま
き
揚
げ
」
（
料
理
部
門
）

と
、
香
辛
料
の
風
味
を
生
か
し
た
松
尾
淑
子
さ
ん

の
「
し
し
と
う
キ
ム
チ
」
（
加
工
部
門
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
す
ぐ
に
で
も
商
品
化
可
能
」
と
評
価

の
あ
っ
た
長
岐
タ
ミ
さ
ん
の
「
し
し
と
う
漬
け
」

が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲鷹小４年の藤島俊也君（左）と松尾
健太君（右）のコンビも努力賞を受賞

審査結果の講評を聞く参加者の皆さん

素
材
を
活
か
し
た
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

としこ

としや
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木
村
氏
が
東
北
地
区
表
彰10月12日、岸部町長に報告に訪れた木村氏

　

山
形
県
天
童
市
市
民
文
化
会
館
で
10
月
７
日
（
木
）

開
催
さ
れ
た
平
成
16
年
度
東
北
地
区
社
会
教
育
研
究

大
会
で
、
町
社
会
教
育
委
員
の
木
村
常
蔵
氏
（
69
歳
・

坊
沢
）
が
、
長
年
に
わ
た
る
社
会
教
育
委
員
と
し
て

の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
氏
は
平
成
６
年
に
社
会
教
育
委
員
に
就
任
、

以
来
10
年
間
に
わ
た
り
生
涯
学
習
の
振
興
な
ど
、
町

民
の
社
会
教
育
活
動
を
充
実
す
る
た
め
に
、
委
員
と

し
て
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

木
村
氏
は
、
岸
部
町
長
へ
の
報
告
の
中
で
「
こ
れ

か
ら
も
生
涯
学
習
や
、
町
の
文
化
の
発
展
の
た
め
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
功
績
に
よ
り

　

東
京
周
辺
に
在
住
す
る
鷹
巣
町
出
身
者
の
会
「
東

京
鷹
巣
会
（
高
橋
千
春
会
長
）
」
の
第
17
回
総
会
・

懇
親
会
が
、
10
月
17
日
（
日
）
、
東
京
都
・
九
段
で

開
か
れ
、
新
会
長
に
菊
地
靖
孝
氏
（
鷹
巣
地
区
出
身
）

が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
町
か
ら
の
参
加
者
も
出
席
し

た
懇
親
会
で
は
、
お
よ
そ
１
７
０
名
が
ふ
る
さ
と
鷹

巣
の
話
題
で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
交
わ
さ
れ
た
今
年
の
話
題
の

中
心
は
や
は
り
「
北
秋
田
市
」
。
ふ
る
さ
と
た
か
の

す
を
思
う
会
員
た
ち
か
ら
は
、
新
市
に
な
っ
て
も
「
東

京
鷹
巣
会
」
は
継
続
し
た
い
と
の
声
が
出
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

新
市
に
な
っ
て
も
継
続
を

東
京
鷹
巣
会
・
新
会
長
に
菊
地
氏

健
康
は
日
ご
ろ
の
運
動
か
ら

　
体
育
の
日
の
10
月
11
日
（
月
）
、
鷹
巣
体
育
館
を

主
会
場
と
し
て
「
健
康･

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
４
」
が
開
催
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
お
よ

そ
３
５
０
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
最
新
の
機
器
を

使
っ
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽

運
動
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

健
康
は
日
常
の
運
動
か
ら
。
開
会
式
で
行
わ
れ
た

ラ
ジ
オ
体
操
１
０
０
日
運
動
の
表
彰
式
で
は
、
次
の

６
団
体
１
５
３
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

▼
南
鷹
巣
町
内
会
（
23
名
）
▼
前
野
自
治
会
（
18

名
）
▼
花
園
町
町
内
会
（
６
名
）
▼
七
日
市
本
郷
自

治
会
（
42
名
）
▼
鷹
巣
一
番
鶏
体
操
会
（
45
名
）
▼

掛
泥
寿
会
（
19
名
）

体
育
の
日
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ講師の指導で正しいストレッチ運動を体験

　今年は、町商工会女性部の会員12名も参加、
鷹巣音頭などふるさとの踊りを披露しました



　広報たかのす　16．11．1  6

　

平
成
10
年
に
開
港
し
た
あ
き
た
北
空
港
（
大
館
能

代
空
港
）
の
利
用
者
が
10
月
22
日
（
金
）
、
１
０
０

万
人
を
達
成
、
１
０
０
万
人
目
の
搭
乗
者
に
記
念
品

の
北
空
港
発
着
搭
乗
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
節
目
の
利
用
者
と
な
っ
た
の
は
、
兵

庫
県
伊
丹
市
の
朝
長
伸
子
さ
ん
。
朝
長
さ
ん
は
、
夫

の
洋
史
さ
ん
、
長
男
の
大
智
君
と
と
も
に
、
妹
さ
ん

の
結
婚
式
に
出
席
す
る
た
め
、
鹿
角
市
の
実
家
に
帰

省
し
て
い
た
も
の
で
、
帰
り
の
大
阪
便
の
搭
乗
順
が

ち
ょ
う
ど
１
０
０
万
人
目
に
該
当
し
ま
し
た
。

　

朝
長
さ
ん
は
、
「
家
族
の
記
念
に
な
り
と
て
も
光

栄
で
す
」
と
喜
び
の
声
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。　

　

町
在
住
の
作
曲
家
、
後
藤
惣
一
郎
さ
ん
（
栄
字
前

綱
、
82
歳
）
が
作
曲
し
た
「
か
ら
松
」
（
北
原
白
秋

作
詞
）
の
音
楽
碑
が
10
月
24
日
（
日
）
、
駅
前
の
「
Ｄ

ａ
ｙ
・
愛
・
（
で
あ
い
）
ひ
ろ
ば
」
の
一
角
に
建
立

さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
か
ら
松
」
は
後
藤
さ
ん
が
米
内
沢
小
学
校
教
頭

当
時
、
作
曲
し
た
も
の
で
、
日
本
を
代
表
す
る
合
唱

曲
の
一
つ
と
し
て
全
国
で
愛
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

音
楽
碑
の
建
立
は
、
実
行
委
員
会
（
中
嶋
喜
代
実

行
委
員
長
）
が
中
心
と
な
り
、
建
設
費
も
募
金
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
ま
し
た
。
後
藤
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
「
（
通
勤
で
利
用
し
た
）
阿
仁
合
線
の
車
窓
か

ら
見
え
る
か
ら
松
の
風
景
が
曲
想
の
元
と
な
り
ま
し

た
」
と
曲
の
生
い
立
ち
に
触
れ
、
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

「
か
ら
松
」
音
楽
碑
が
建
立

北
空
港
利
用
者
が
100
万
人
に

作
曲
家
の
後
藤
惣
一
郎
氏
を
顕
彰

鷹
高
が
男
女
と
も
活
躍

建立された音楽碑と、あいさつを述べる後藤さん

　

10
月
10
日
（
日
）
、
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高

校
駅
伝
競
争
大
会
県
大
会
で
男
女
と
も
好
成
績
を
収

め
た
鷹
巣
高
校
（
高
井
志
彦
校
長
）
駅
伝
チ
ー
ム
の

選
手
ら
が
10
月
13
日
（
水
）
、
岸
部
町
長
を
訪
れ
、

大
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

鷹
巣
高
校
は
、
女
子
が
１
時
間
15
分
15
秒
で
大
会

４
連
覇
、
男
子
も
４
位
に
入
賞
し
、
男
女
そ
ろ
っ
て

東
北
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

男
女
両
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
東
北
大
会
は
11
月
11

日
（
木
）
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
、
ま
た
女
子
の
出

場
が
決
ま
っ
た
全
国
高
校
駅
伝
大
会
は
、
12
月
26
日

（
日
）
、
京
都
市
の
西
京
極
陸
上
競
技
場
敷
設
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

女
子
は
４
連
覇
・
高
校
駅
伝
秋
田
県
大
会

開港から６年３カ月で１００万人を達成しました

鹿
角
市
出
身
の
女
性
に
記
念
品

東北・全国大会でも活躍が期待される鷹巣高校

と
も
な
が

ひ
ろ
し

だ
い
ち
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町
立
西
小
学
校
（
木
元
正
一
校
長
）
が
行
っ
て
い

る
ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
が
認
め
ら
れ
、
10
月
17
日
（
日
）
、

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
（
大
西
健
介
理
事
長
）

よ
り
優
秀
校
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

西
小
学
校
は
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
12
年
間
に
わ
た

っ
て
続
け
、
毎
年
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
車
い
す
を

寄
贈
し
て
い
る
こ
と
や
一
人
あ
た
り
の
回
収
量
も
52

校
の
う
ち
７
番
目
に
多
い
実
績
で
あ
っ
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
、
車

い
す
を
寄
贈
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
缶
回
収
で
表
彰

西
小
・
地
域
ぐ
る
み
の
回
収
活
動
で

ふ
る
さ
と
を
よ
り
美
し
くドライバーにポイ捨て禁止を呼びかける南中生

表彰式では児童が回収活動について発表

　

鷹
巣
南
中
学
校
（
高
橋
善
之
校
長
）
の
生
徒
た
ち

が
10
月
25
日
（
月
）
、
学
校
周
辺
か
ら
国
道
沿
い
に

か
け
て
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
と
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁

止
の
呼
び
か
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
通
し
て
環
境

美
化
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

国
道
と
空
港
道
路
の
交
差
点
付
近
で
行
わ
れ
た
呼

び
か
け
で
は
学
校
田
で
収
穫
し
た
お
米
30
㌔
（
一
袋

１
合
入
）
を
信
号
待
ち
で
停
車
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
朝
の
時
間
帯
で
急
い
で
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
み
な
さ
ん
も
、
生
徒
た
ち
の
呼
び
か
け
に
窓

を
開
け
て
快
く
応
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

南
中
・
学
校
周
辺
で
環
境
美
化
活
動

平成生まれの児童たちが130年の歴史を紹介（鷹小）

３
校
が
創
立
１
３
０
周
年

　

鷹
巣
小
学
校
（
菊
地
俊
策
校
長
）
、
綴
子
小
学
校

（
永
井
弘
子
校
長
）
、
南
小
学
校
（
伊
藤
明
美
校
長
）

の
３
校
が
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
、
10
月
17
日
（
日
）
、

鷹
小
と
南
小
学
校
は
記
念
式
典
で
、
綴
小
は
学
習
発

表
会
で
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

３
校
の
開
校
は
い
ず
れ
も
明
治
７
年
。
以
来
尋
常

小
学
校
時
代
な
ど
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
い
歴
史
の
中
で
校
舎
の
位
置
が
５
回
変
わ

っ
て
い
る
鷹
巣
小
学
校
で
は
、
児
童
た
ち
が
投
影
機

を
使
っ
て
学
校
の
変
遷
や
活
動
を
紹
介
、
在
校
生
や

出
席
し
た
父
兄
、
関
係
者
ら
は
か
つ
て
の
校
舎
の
写

真
な
ど
を
、
思
い
を
新
た
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

鷹
小
、
綴
小
、
南
小
が
節
目
の
年
に
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前
号
に
引
き
続
き
、
鷹
巣
の
大
火
と
復
興
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今

回
は
大
火
後
の
町
の
よ
う
す
と
復
旧
し
つ
つ
あ
る
町
の
姿
で
す
。

　

大
火
の
あ
っ
た
昭
和
25
年
は
成
田
喜
八
町
長
時
代
。
日
本
は
ま
だ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

統
治
さ
れ
て
い
た
頃
で
、
戦
後
の
混
乱
期
が
続
き
、
町
の
財
政
も
乏
し
く
、
復

旧
に
は
た
い
へ
ん
な
苦
労
が
伴
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
内
外
か
ら
の
援
助
や
、

住
民
か
ら
の
協
力
も
得
て
街
並
み
の
整
備
や
建
物
の
再
建
が
進
み
ま
す
。

新
・
た
か
の
す
の
昔
っ
こ
〈
昭
和
25
年
旧
鷹
巣
町
大
火
の
記
録
か
ら
Ⅱ
〉

　

大
火
で
被
災
し
た
世
帯
を
個
別
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
７
０
５
世
帯
の
う
ち
、
住

宅
を
自
力
で
再
建
可
能
な
世
帯
は
35
世
帯
、

助
成
す
れ
ば
再
建
可
能
な
世
帯
が
１
７
２

世
帯
、
残
り
の
４
９
８
世
帯
は
ま
っ
た
く

再
建
能
力
の
な
い
世
帯
で
、
再
建
は
お
ろ

か
当
面
の
生
活
に
も
困
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
は
戦
後
の
復
興
期
で
町

の
財
政
力
も
乏
し
く
、
県
の
支
援
や
県
内

外
か
ら
の
義
援
金
・
援
助
物
資
が
大
き
な

力
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
で
の
助
け
合
い
も
自
然

と
始
ま
り
、
婦
人
会
に
よ
る
日
本
赤
十
字

社
の
奉
仕
団
と
し
て
の
救
護
活
動
や
中
高

生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

復
興
計
画
作
成
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た

焼
失
街
区
の
測
量
は
、
鷹
巣
農
林
高
校
や

能
代
工
業
高
校
の
生
徒
の
手
を
借
り
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
は
、
こ
の
よ
う
に
住
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
昭
和
27
年
度
ま
で
に
第
１
次
の

復
旧
事
業
を
実
施
し
、
事
業
費
お
よ
そ
四

千
百
万
円
（
当
時
の
町
の
予
算
規
模
を
は

る
か
に
超
え
た
額
）
を
か
け
て
区
画
整
理

や
主
要
な
道
路
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
町

並
み
の
基
礎
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
28
年
か
ら
３
年
間
、
第

２
次
の
都
市
計
画
が
実
施
さ
れ
、
ほ
ぼ
現

在
の
町
並
み
の
姿
に
近
づ
き
ま
し
た
。

　

駅
前
か
ら
舟
見
町
に
抜
け
る
目
抜
き
通

り
も
、
当
時
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
火
前
の
道
路
の
姿
は
、
住
吉
町
か
ら

材
木
町
の
三
角
公
園
ま
で
部
分
的
に
斜
め

に
走
る
道
路
の
一
部
に
そ
の
名
残
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
当
時
、
北
秋
田
地
方
事
務
所
も
焼

失
し
た
こ
と
か
ら
、
郡
役
所
と
し
て
設
置

さ
れ
た
明
治
期
以
来
何
度
も
持
ち
上
が
っ

た
事
務
所
の
大
館
へ
の
移
転
問
題
が
再
燃

し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
大
館
町
は
、
期
成
同
盟
会
を
結

成
す
る
な
ど
し
、
県
や
郡
内
の
町
村
に
移

転
を
強
く
働
き
か
け
ま
し
た
が
、
町
で
も

存
続
の
運
動
を
行
い
、
結
局
は
移
転
す
る

こ
と
な
く
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
後
一
月
ほ
ど
は
、
大
火
の
復
旧
や

大
火
直
後
に
実
施
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選

挙
、
そ
し
て
地
方
事
務
所
の
移
転
問
題
と

続
き
、
鷹
巣
の
歴
史
の
中
で
最
も
揺
れ
動

い
た
一
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
資
料
「
鷹
巣
郷
土
史
」「
鷹
巣
女
性
史
」）

▲避難収容所となった旧鷹巣小学校体操場（寺東校舎時代。現在の中央公民館の場
所にあった）。親類縁者を頼れない多くの被災者が身を寄せた。町は復旧対策とし
て南鷹巣に住宅90戸を建設し、現在の町営住宅（南鷹巣団地）の元となった。

【成田喜八（1891-1975）】

　元鷹巣町長。明治24年、成
田直衛の八男として生まれる。
　鷹巣郵便局長（32年間）、旧
鷹巣町議会議員（26年間）を経
て昭和22年、旧鷹巣町町長に
当選、以後連続５期20年間町
長を歴任。
　終戦後の混乱期から、大火
からの復興、町村合併の実現、
秋田国体の開催と昭和の一時
期に大きな功績を残した。

▲大火前の大町通り。当時、この界隈は南新町と呼ばれていた。望楼（火
の見やぐら）の位置は現在の鷹巣町農協の付近。道路は道幅もせまく、
舗装もされていなかった。

▲大火後の大町通り。道幅も広くなり、建物の再建も進んでいる。右側
には郵便局、農協会館、鷹巣町警察署などの官公庁、左側には青森銀行
鷹巣支店（その後廃止）や鷹巣警察署（国家警察）などが写っている。

▲鷹巣町消防団本部。時代に合わせ、新し
い消防車も配備された。（現在の産業会館の
場所）

▲大館への移転問題をめぐって揺れ動い
当時の北秋田地方事務所。結局同じ場所
（今の郵便局の隣り）に再建されること
が決まり、昭和26年 6月に庁舎が新築・
落成した。

▲北秋田郡農協会館（地方事務所の隣）

▲現在の産業会館横の角地に再建された
鷹巣町警察署（自治体警察）。のちには現在
のＪＡ鷹巣町本所の場所にあった鷹巣警
察署（国家警察）と統合され県警となった。

再
建
さ
れ
た
大
町
付
近
の
建
物
（
官
公
庁
）

▼

　

現
在
の
大
町
通
り
。
道
路
は
昭
和
45
年
に
国

道
１
０
５
号
線
と
し
て
認
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
よ
り
県
道
に
。

▼
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１２月１日から乳がん検診を行います１２月１日から乳がん検診を行います
●検査方法　問診、マンモグラフィ、視触診

●対    象   者　鷹巣町に住所を有する女性で次の年齢要件を満たす方

　　　　　　平成１７年４月１日時点において満４０歳以上かつ偶数年齢の方

●自己負担　１人　１，３００円　鷹巣町国民健康保険の被保険者、７０歳以上の方、生活保護の方は無料

●実施日時

●実施場所　鷹巣町保健センター（地区巡回はありませんのでご注意ください）

●申込方法　マンモグラフィに１人10分程度必要なため、30分単位の時間予約制とします。

　　　　　　電話でお申し込みください。

　　　　　　※閉経前の方が検診を受ける場合、生理終了後１週間ぐらいの時期が望ましいとされています。

●申込期間　11月１日～30日までの平日８時30分から17時まで

◎申し込み・お問い合わせ　　鷹巣町保健センター　　６２－６６６６

今年度からマンモグラフィ（乳房X線撮影）が加わります

12月１日（水）

　　２日（木）

　　６日（月）

　　８日（水）

　　９日（木）

　　10日（金）

　　13日（月）

　　14日（火）

　　16日（木）

　　17日（金）

　　20日（月）

　　22日（水）

　　27日（月）

８：45

11：45

～

８：45

11：45

～

８：45

11：45

～

９：45

10：45

～

９：45

10：45

～

９：45

10：45

～

13：00

16：00
～

13：00

16：00

～

13：00

16：00

～

14：00

15：00

～
14：00

15：00

～

14：00

15：00

～

項　目

実施日 マンモグラフィ撮影 視触診 マンモグラフィ撮影 視触診

午　前 午　後

マンモグラフィ撮影 視触診
夜　間

17:45～20:45

17:45～20:45

18:45～19:45

18:45～19:45

※27日は予備日です。

マンモグラフィによる乳がん検診を受けましょう

なぜ検診が必要なのか

　乳房専用のエックス線撮影機で、乳房を片方ずつ透明な圧迫板で はさんで、平

たく引き伸ばして撮影します。触診ではわからない 小さなしこりはもちろん、早

期がんのサインである石灰化まで鮮 明に映し出せます。乳腺密度が低い４０歳以

上の方に非常に有効 な検査です。

乳がんは医療技術の進歩により、しこりに触れる前の自覚症状のない 段階で発見

が可能になってきました。乳がんは早期発見、早期治療が その後のＱＯＬ（生活

の質）を左右します。早期発見の手段として、 乳がん検診をぜひ受けてください。

検 査 時 間
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乳がんは今後増加が予測されています

　40～50歳代の乳がんが激増しています

　わが国では、１年間におよそ35,000人の女性が乳がんと診断さ

れています。これは、胃がん、大腸がんと並んで、女性に最も多

いがんの１つです。乳がんの特徴は、40～50歳代の女性に特に多

くみられることです。

　例えば、45～49歳の女性で、胃がんと診断されるのは１年間で

3,000人に１人なのに対して、乳がんは1,000人に１人と約３倍の

リスクがあります。また、40～50歳の乳がん発生率は、この20

年間で約２倍に増加しています。一方、乳がんで亡くなる女性は

１年間に10,000人で、40～50歳代の女性におけるがん死亡の23

％を占めており、この年代の女性にとって最も多いがん死亡原因

となっています。

女性の部位別がん発生率

『地域がん登録』研究班

（主任研究者：津熊秀明）による

　全国推計値

乳がんＱ&Ａ
Ｑ．視触診のみの検診は有効ではないのですか？ 

Ａ．視触診のみの検診では、早期の乳がんを十分に発見することができないので、おすすめできません。

　　マンモグラフィと組み合わせて受診することをおすすめします。 

Ｑ．どうして検診は２年に１回になったのですか？ 

Ａ．２年に１回でも、毎年受診するのと同様の効果があることが、いろいろな調査で確認されています。

　　ただし、触れてしこりがあるなど自覚症状がある場合は、速やかに乳房疾患の専門医療機関で受診してく

　　ださい。 

Ｑ．30歳代の人はどうすればよいのでしょうか？ 

Ａ．視触診のみによる乳がん検診は、市町村の行うがん検診からは除外されました。しこりが触れるなどの自

　　覚症状を認める時は、速やかに乳房疾患の診療を専門とする乳腺外科等の医師を受診してください。 

Ｑ．乳房温存手術とはどんなものですか？ 

Ａ．「乳房温存手術」とは、早期のがんを対象として、乳房の形をできるだけ温存しようとする手  術です。　

　しこりを含む部分を切除し、必要に応じて脇の下などのリンパ節を切除します。乳房は残ります。

　　これに対して「乳房切除手術」は乳房すべてを切除し、脇の下などのリンパ  節を切除する術式です。 

Ｑ．どんな人が乳がんにかかりやすいですか？ 

Ａ．出産をしていない方、高齢初産の方、初潮が早く始まった方、閉経が遅かった方、血縁者に乳がんの人が

　　いる方に乳がんが多い傾向があります。 

Ｑ．放射線（Ｘ線）被ばくによる健康影響はないのですか？ 

Ａ．マンモグラフィによる放射線（Ｘ線）被爆は、乳房だけに限られるので、白血病などの心配はありません。

　　１回の撮影で乳房が受ける放射線の量(0.05ミリシーベルト)は、一般の人が１  年間に受ける自然放射線　

　量2.4ミリシーベルト）の50分の１程度です。マンモグラフィによ  る健康影響は、ほとんどないと考えて　

　よいと思われます。 

「乳がん検診のあり方について」講演会参加者募集中
　日本女性の部位別「がん」り患率の第１位が「乳がん」です。全国のり患数は約３万５千人と推計されてお

り、年々増加しています。女性である 以上誰もがかかる可能性がある乳がんについて、正し い知識をえて、

大切な命と乳房を守るために、医師による講演会を開催します。 どうぞ奮ってご参加ください。

  ●日　時      11月24日（水）13：30～15：00　　　●場  所    鷹巣町保健センター 

  ●内　容　講演　「乳がんの治療と予防について」

 　　　　　講  師　北秋中央病院　院長　神谷　彰　氏

  ◎希望される方は、19日（金）まで保健センターへ申し込みください。
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◎お問い合わせ
　鷹巣町保健センター　　62－6666

◎母子健康手帳交付とマタニティ講座①

日時　１日（月）・15日（月）

受付　13：00～13：10

◎マタニティ講座③

対象　１～３月出産予定の方及び家族の方

日時　26日（金）　18：30～20：30

持参　母子健康手帳、テキスト、筆記用具

※19日（金）まで電話でお申し込みください。

◎２歳児歯科健康診査

日時　９日（火）　受付　12：30～12：40

持参　母子健康手帳・アンケート票

　　　歯ブラシ・おしぼり

日時　ツベルクリン反応　17日（水）

　　　ＢＣＧ　　　　　　19日（金）

受付　13：00～13：20

対象年齢　生後３カ月～48カ月

持参　母子健康手帳・予診票

◎10カ月児育児相談

日時　30日（火）　受付　9：15～9：30

持参　母子健康手帳・アンケート票、コップ

　　　バスタオル、ビデオ（借りている方）

◎４カ月児健康診査

日時　30日（火）　受付　12：50～13：00

持参　母子健康手帳・アンケート票

　　　バスタオル

日時　５日（金）　10：00～11：30

内容　誕生会10月～12月生まれ

持参　飲み物など各自必要なもの

　

　

妊 婦 の 方

平成14年5～７月生まれのお子さんのいる方

平成15年12月と16年１月生まれのお子さんのいる方

参加者募集

　

キ ッ ズ パ ー ク （子育てサークル）

予防接種（ツベルクリン反応・ＢＣＧ）

　秋田県は、平成7年以来9年連続、自殺率が全国1位という状

況が続いており、また、我が町の死亡者の内訳をみても自殺者

は年々増加傾向にあります。健康な町づくりを目指すために「

心の健康づくりと自殺予防」について学び、町民一人一人が自

ら心の健康づくりに取り組めるように正しい知識の普及を図る

ことを目的に開催します。どうぞ、奮ってご参加ください。

●日時　11月12日（金）13：30～16：00

●場所  町保健センター

●内容　講演｢みんなで考えよう、心の健康づくりと自殺予防｣

　　　　講師　秋田大学医学部保健学科助教授 佐々木久長氏

　　　　町の現状について（町保健師から）

◎申込期限　10日（水）まで

平成16年７月生まれのお子さんのいる方

11月17日（水）全血
10：00～12：30

13：30～14：30

15:00～16:30

鷹 巣 農 林 高 等 学 校

鷹 巣 町 商 工 会

北 秋 田 地 域 振 興 局
（  　　）

◎定例健康相談（保健センター）
　日　程　10日（水）
　時　間　午前９：00～11：30　 
　内　容　健康相談、血圧測定、尿検査等

◎いきいき健康相談（鷹巣町訪問看護ステーション）

　日　程　毎週火金 午前９：30～12：00

　　　　　　　　　 午後１：00～ ４：00

　内　容　健康相談・血圧測定など

祝日は
休みです

健康教室・相談健康教室・相談

「こころの健康づくり講演会」
参加者募集

　

参加者募集

　

はたけやま たくやちゃん（前野）、むらかみ かんなちゃん

（掛泥）、あかし あやのちゃん（住吉町）、はたけやま かず

なちゃん（黒森）、ささき あずるちゃん（宮前町）、すずき 

はるかちゃん（米ノ岱）、おおもり かいとちゃん（新舟見

町）、おおもり ゆうへいちゃん（新舟見町）、いずみ みきち

ゃん（平崎上岱）、うおずみ りゅうとちゃん（伊勢町）、ふ

じわら ゆうたちゃん（下舟木）、さとう いぶきちゃん（横

渕）、ほりべ かいうちゃん（東中岱）、さいとう つばさちゃ

ん（松葉町）、さとう あみちゃん（下家下）、たかはし なつ

きちゃん（綴子上町）、もりやま ももはちゃん（材木町）、

ますむら さつきちゃん（舟見町）、にのみや すみれちゃん

（新屋敷）、うえだ まりちゃん（あけぼの町）

３歳児虫歯のない子（９月14日の３歳児健診）
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スポーツ　　 　６２‐３８００ ファルコン　 　６２‐３３１１

中央公民館　 　６２‐１１３０

３、１０、１７、２１、２３、２４日は
休館日です
開館時間　　９：００ ～１７：００

●休 館 日　８、15、22、29日

●営業時間  ８：30～19：00

◎お問い合わせ　　78－4025　FAX78－3398

ひまわりの家からのお知らせ

11・１（月）第41回小中学校の部学芸発表会　9：00～

　　　　　　朗読コンサート� 　 　　　　 14：00～

　　２（火）文化祭歌謡発表� � 　　 10：00～

　　　　　　民謡まつり　　　　　   　　　 13：00～

　　３（水）邦雅祭（バレエ発表含む）　　　9：00～

　　６（土）文化祭協賛スト－ンレ－クスコンサ－ト�

� � � � � 　　 18：30～

　　７（日）婦人芸能祭    　 　　  　　　　　9：00～

　　12（金）鷹巣阿仁福祉講演会（映画鑑賞と講演会のつどい）

　　　　　　　講師：群像社代表取締役　岩崎雅典氏

14：00～

　　15（月）自主事業：茂木大輔ス－パ－クインテット   

　　　　　　　前売券：3,000円　　

　　　　　　　当日券：3,500円　　　　　　18：30～

　　20（土）おはなしでてこい�　 　　　　 14：00～

【11月のロビー展】町内小学校図画作品展

10・31（日）～３（水）鷹巣町文化祭

11・５（金）「ダンスの夕べ」文化祭協賛行事

19：00～21：00

　　10（水）中央公民館公開講座

　　　　　　演題「したたかな脳・くじけない脳」

　　　　　　講師　脳血管研究センター 長田　乾 氏

13：30～15：30

　　11（木）「古典を読む会」文化祭協賛行事

13：30～15：30

　　13（土）中央公民館講座「トライあんぐる」

　　　　　　　◆ニュースポーツとリズム運動！

 9：00～12：00

　　　　　　「俳句会」文化祭協賛行事

13：30～16：00

　　20（土）「史談会」文化祭協賛行事

　　　　　　　「消えた学校の歴史を語る」

13：30～15：30

11・４（木）８人制バレーボール教室

　　　　　　10日以降は毎週水曜日開催　鷹巣体育館

　　11（木）～13（土）鷹巣町バスケットボール選手

　　　　　　　　　　　権大会　　　　　 鷹巣体育館

　　14（日）町民卓球大会　　　　　　  鷹巣体育館

　　15（月）～19（金）町民バレーボール大会

鷹巣体育館

●開催日　11月４日（木）・10日（水）

　　　　　　　17日（水）・24日（水）

　　　　　12月１日（水）・８日（水）

　　　　　　　15日（水）・22日（水）

　　　　　１月５日（水）・12日（水）　計10回

●時　間　午前10時～12時　午後７時～９時

●会　場　鷹巣体育館

●対象者　どなたでも参加でき初心者大歓迎です。

　　　　　わかりやすくルールも説明します。

※運動に適した服装で室内用シューズ、

タオルを持参してください。

●参加費　無料

◎申し込み・お問い合わせ

　　町民スポーツ課（鷹巣体育館）

� � � � 　　６２－３８００

　世界３大スープの１つである、タイの「トムヤム

クン」を中心としたタイ料理に挑戦してみませんか。

●日　時　11月13日（土）　10：00～13：30

●場　所　鷹巣町中央公民館　調理室

●講　師　谷口ユパさん（タイ出身田代町在住）他

●内　容　トムヤムクン　他

●材料費　１，５００円程度

●持　参　エプロン、筆記用具等

●申込期間　11月２日（火）　8：30～20：00

　　　　　　　　10日（水）　17：00まで

●定　員　20名

◎申し込み・お問い合わせ　　鷹巣町中央公民館

　６２－１１３０　FAX６２－１６６９

タイの家庭料理講習会
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おしらせぜんい

おしらせ

おしらせ

　夫・パートナーからの暴力や職場等におけるセクシ

ャル・ハラスメント、ストーカー行為といった女性を

めぐる各種人権問題に対し、助言･指導を行います。　

●日　　時　11月21日（日）　10：00～17：00

●相談担当　人権擁護委員

●電話番号　　０１８－８６２－６５０３

●日　時　11月15日（月）　10：00～11：30まで

●場　所　鷹巣阿仁広域交流センター　第１研修室

※どなたでも参加できますので、米代川の川づくりに

皆さんのご意見をお聞かせください。今後の川づくり

に関する計画策定の参考とします。

◎お問い合わせ

　　　能代河川国道事務所　  　０１８５－７０－１００１

　今年も年末調整の時期が近づき、大館税務署では、

官公庁・法人及び個人の白色申告の源泉徴収義務者を

対象に下記の日程で、年末調整説明会を開催します。

●日　時　11月18日（木）

　　　　　午前の部　10：00～12：00（９：30分開場）

　　　　　午後の部　14：00～16：00（13：30分開場）

●会　場　大館市民文化会館　中ホール

●その他　個人の青色申告の決算説明会は、別途開催し

　　　　　ます。

◎お問い合わせ　　　　

　　　　大館税務署　�　　　０１８６－４２－１８８２

女性の人権ホットライン開設
●応募資格　平成17年４月１日現在、15歳以上17歳未

　　　　　　満の男子（来春中学校卒業予定者含む）

●受付期間　11月１日から平成17年１月11日まで

●試 験 日　平成17年１月15日（土）

●試験会場　鷹巣町中央公民館

●試験科目　国語・数学・英語・社会・理科、作文

●身　　分　特別職国家公務員

●給　　与　初任給１５２，０００円（H16.4.1現在）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　自衛隊大館出張所　　 　０１８６－４２－１３９８

●日時　11月25日（木）　10：00～　

●開場　わんぱぁく（役場裏の旧法務局）

●対象　どなたでも可

●講師　佐藤　節子　看護師

※子育てサポートハウスは、在宅で子育てしている方

々の支援施設として、保護者と子どもの交流の場・育

児の相談・子育て情報の提供、さらには子どもを一時

預けたいときに利用できる施設として、３６５日無休で

朝７時から夜９時まで対応しています。また、今年４

月から、病気の回復期にある幼児から小学校低学年の

児童を対象に病後児保育も行っています。利用日は保

育園の開所日同じですので、利用される方は利用日前

日までお申し込みください。また、毎月各種講習会や

行事を行っていますので、お気軽にご参加ください。

11月は冬タイヤ装着運動月間

雪国のドライバーなら冬道の怖さ、知っていますね。

11月に入ると雪はいつ降るのか、道路はいつ凍るの

か分かりません。

あなたのために、歩行者のために、みんなの安心の

ために、冬タイヤは早めに装着しましょう。

平成15年　 平成14年　 平成13年

初 雪 日

初積雪日 12月７日　 11月２日　 11月26日

11月22日　 11月２日　 11月14日

過去３年間の初雪日と初積雪日 秋田県の初雪平年日11月12日

自衛隊生徒採用試験

米代川河川整備計画公聴会

　10月より、オートバイの国内メーカー４社と輸入

業者を中心として、廃棄二輪車（自転車は含まない）

のリサイクルが開始されています。

　二輪車を廃棄する際は、①廃棄二輪車取扱店のマ

ークのある二輪車取扱店か、指定引取窓口まで持参

し、②二輪車取扱店の場合は、収集運搬料金を支払い

ます。③備え付けの専用払込票で、リサイクル料金を

郵便局にて支払います。

※指定引取窓口は、県北地区では、（株）秋田鋼業が指

定されています。

※リサイクル料金は、４，１２０円～６，８００円です。

お問い合わせ

二輪車リサイクルコールセンター　　０３－３５９８－８０７５

環境リサイクル係� � 　　　６２－１１１１

おしらせ

年末調整説明会開催

おしらせ

乳幼児の風邪予防学習会開催

子育てサポートハウス「わんぱぁく」



　広報たかのす　16．11．1  14

おしらせぜんい

おしらせ

おしらせ

　夫・パートナーからの暴力や職場等におけるセクシ

ャル・ハラスメント、ストーカー行為といった女性を

めぐる各種人権問題に対し、助言･指導を行います。　
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●開場　わんぱぁく（役場裏の旧法務局）

●対象　どなたでも可

●講師　佐藤　節子　看護師
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　二輪車を廃棄する際は、①廃棄二輪車取扱店のマ

ークのある二輪車取扱店か、指定引取窓口まで持参

し、②二輪車取扱店の場合は、収集運搬料金を支払い

ます。③備え付けの専用払込票で、リサイクル料金を

郵便局にて支払います。

※指定引取窓口は、県北地区では、（株）秋田鋼業が指

定されています。
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お二人の前途を
　　　　祝福します

慶弔だより
９月16日～30日届出分・一部敬称略

お誕生おめでとう
　　　　ございます

おくやみ申し上げます
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医 療 機 関 名

津 谷 内 科

毛利整形外科クリニック

藤 原 医 院

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

たむら内科クリニック

石川耳鼻咽喉科医院

うえだクリニック

鷹 巣 病 院

奈 良 医 院

佐々木産婦人科医院

佐藤外科消化器科医院

北 秋 中 央 病 院

盛 岡 外 科 医 院

近 藤 医 院

と し ま 医 院

戸嶋産婦人科医院

（午後６：３０～９：００）

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
患
者
。

○
往
診
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間　

   

　

診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診　

　

療
に
応
じ
か
ね
ま
す
。

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　

ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

藤 原 多 慈 子 �

小 笠 原 貞 治 �

藤 嶋 正 春 �

佐藤與二郎�

津 谷 セ ツ �

佐 藤 武 男 �

津 谷 サ ト �

今川富美子�

津 谷 タ ケ �

佐 藤 國 治 �

戸 嶋　楓

金 谷 麻 央 �

長 崎 茉 宙 �

鈴 木 朱 慧 琉

鈴 木 星 詩 琉

　

岩　本　　勝

成 田 瞳 美（
ま さ る　 

 ひ　と　み  

　さん

　さん

舟 見 町

今 泉 �

多 賀 谷 由 一 �

櫻 庭 寛 子 �（
ゆ う い ち 

ひ　ろ　こ　�

　さん

　さん

あけぼの町�

秋 田 市

税   の 納 期 限

11月30日 まで

国民健康保険税 第５期

平成１６年度
鷹巣町外六カ町村衛生施設組合

●試験区分及び採用予定人員　１名　

●職務内容　米代流域衛生センター（し尿処理）の運転業務

●試 験 日　１１月２８日（日）※教養試験及び口述試験　

●試験会場　鷹巣町役場

●受験資格　

（１）昭和30年４月２日から昭和62年４月１日までに生まれた者

（２）資格要件（下記の資格を３つ以上有していること）

　　　・廃棄物処理施設技術管理者（し尿）

　　　・第二種酸素欠乏危険作業主任者

　　　・特定化学物質等作業主任者

　　　・玉掛け技能者

　　　・クレーン運転士（クレーン運転特別教育受講者含む）

　　　・乙種第四種危険物取扱者

（３）住所要件　

　　（ア）鷹巣町・森吉町・合川町・阿仁町・二ツ井町・藤里町

　　　　　上小阿仁村に住所（住民登録）を有している者

　　（イ）上記町村外に就職又は就学のため転出した者で、世帯主

　　　　（両親等）が上記町村に住所（住民登録）を有している者

　　（ウ）上記（ア）（イ）のどちらかの要件を満たし尚且つ採用後、

　　　　　上記町村内に居住できる方

●受付期間　10月18日（月）～11月15日（月）までの平日（月曜日から

　　　　　　金曜日）の午前８時30分から午後５時まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　鷹巣町住民サービス課（鷹巣町外六カ町村衛生施設組合事務局）

　�������������������������������������������　６２－１１１１

職員採用試験のご案内
鷹巣町外六カ町村衛生施設組合
職員採用試験のご案内
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たかのす風土館催し物案内（11月～12月）

期日：11月15日（月）
開演：6:30ｐｍ
入場券／全席自由 
（前）¥3,000 
（当）¥3,500 

【プレイガイド】
たかのす風土館、日活書店、
北秋協販、いとく鷹巣南店
ほか

〔茂木大輔スーパークインテット〕
身近に聴ける楽しいアンサンブル クリスマスをアカペラコーラスで

〔トライトーン・クリスマスコンサート〕

期日：12月23日（木）
開演：2:00ｐｍ
入場券／全席自由 
（前）¥2,500
（当）¥3,000

【プレイガイド】
たかのす風土館、日活書店、
北秋協販、いとく鷹巣南店
ほか

※ペア券（前売りのみ¥4,500）

（問）たかのす風土館（ファルコン）
　0186-62-3311

●個人・団体を問わず大館能代空港発着の路線
1往復につきお1人3,000円補助します。

①東京便往復
②大阪便往復
③往路が東京便で復路が大阪便
④往路が大阪便で復路が東京便

の場合が該当となります。

●平成16年11月15日から平成17年3月31日まで
の期間に往復とも利用した場合が対象となります。

●ご利用時の住所（住民登録台帳）が鷹巣阿仁
地区5町村にある方のみとします。

●航空券の半券が往復分必要となります（半券
を紛失した場合は無効となりますのでご注意下
さい）

※半券に氏名の記入が無いものは、取り扱い旅
行代理店からの証明書が必要です。

●各町村担当課及び最寄りの旅行代理店に申請
書がありますので、半券を添えて住所地の町村
役場へ申請して下さい（申請者の印鑑が必要です）

●申請は旅行終了後15日以内とします（その後
の申請は無効となります）

「たかのすあに新時代の翼」～平成16年度版のお知らせ～
あきた北空港利用推進の助成事業

　大館能代空港（愛称:あきた北空港）は10月22日、開港からの利用者が100万人を超えました。
　今年度もより多くの鷹巣阿仁地区の皆様にもっと気軽に空の旅を楽しんでいただき、搭乗率の向
上につなげるため、「たかのすあに新時代の翼」事業（助成事業）を行うことになりました。下記
内容で実施しますので、北空港をご利用の方で該当する方は、お気軽にご活用ください。

補助の金額

申請の仕方

対象期間

住所要件

申請の期間

必要なもの

大館能代空港発着の路線１往復
について補助金が交付されます


